
Ｈ２９(2017)．４．２２ 

平成２９年度 山県高校ＰＴＡ総会 校長挨拶 

岐阜県立山県高等学校長 翠 雅司 

１）挨拶、出席礼、自己紹介、歴史 

 こんにちは。新緑が鮮やかで、とてもよい季節になりました。本日はご多用の中、山県高校 

ＰＴＡ総会に、ご出席いただきまして、ありがとうございます。 

 私は、校長の 翠 雅司と申します。一昨年４月に着任し、３年目になりました。どうぞよろし

くお願いいたします。 

 先日、本校に１年生１２１名が入学し、全校生徒３７３名となりました。男子が４０名程多い学校

となっております。本校はご存じのように山県市内唯一の高等学校であり、昭和２７年に地元の

強い要望で誕生して、６５年が経ちました。 

 

２）この一ヶ年 

 昨年一年間を振り返ると、学校全体が落ち着き、生徒諸君は、学習や課外活動に熱心に取組んで

います。特徴的なこととして３点。 

◯授業に向かう姿勢がよくなりました。 

◯時間を守る意識が高くなり、遅刻が減り、皆勤者が増えました。 

◯ボランティアに参加したり、他の人を手伝う姿が見られるなど、社会性が育ってきました。 

また、この春の卒業生は、希望者全員が就職や進学に自分の希望を叶えることができました。大

変よく頑張ったと思います。それには、この学校で自分を変えようとして、積極的に取組んだ結果

だと思います。 

ぜひ、現在の在校生諸君も、尊敬できる先輩の後に続いていってほしいと思います。 

 課題としては、身だしなみや言葉遣いなど、一部まだまだ幼さを引きずっている人がいるのも

事実です。そして、学習を含め、どの活動に対しても、取組んでいる人とそうでない人の差が大き

くなっています。さらに、継続性と積極性に欠ける点が、課題として挙げられます。 

粘り強く頑張っている人の成長の大きさを見ると、生徒諸君には常に校訓である「自主積極」

を意識して、自ら進んで行動してほしいと、強く願っています。 

 

３）今年に入って 

私は集会のたびに、生徒諸君に「過去は変えられないが、未来は変えられる」と強調していま

す。このことを真剣に受け止め、今年度に入って、どの学年もいいスタートを切っています。

授業やＨＲ活動に、落ち着いて参加し、先生方の話に、真剣に耳を傾けている姿があります。 

新１年生が部活動にも参加し始め、校内が活気にあふれています。これからが本当に楽しみです。 

 

４）山高ＭＩＲＡＩ(未来)プロジェクト 

 さて、皆さんは、「山高ＭＩＲＡＩ(未来)プロジェクト」という言葉を聞いたことがあるでしょうか。 

入学式での話と重なるところがありますが、大事な内容ですので少しお時間をいただきます。 



本校の強みは「地域のバックアップが大きいこと」です。そして、「山県高校が元気になることは、

地域が元気になること」につながります。そこで、地域と学校が協力をして、山県高校のさらなる魅力

化を考える、地域と学校の活性化をはかる、そのための方法を考え、計画し、実行していく、そんなプ

ロジェクトが「山高ＭＩＲＡＩ(未来)プロジェクト」のことです。 

メンバーは、山県市関係では、市長、副市長、教育長、教育委員会、まちづくりや企画の係の

人、商工会の関係者、小中学校関係者です。学校関係では、私たち教職員の他、皆さまＰＴＡの

代表の方、同窓会の代表の方々などです。 

現在も地元の企業や施設には、毎年インターンシップを受け入れてもらっています。それを発展さ

せる取り組みも始まります。これから、地元の企業や施設の方と今まで以上に連携をするとともに、

幼稚園児や小学生との交流、中学生と合同での行事、地域ボランティアなどなど、アイディアも広く募

りながら進めていきたいと思っています。 

このプロジェクトでは、前年度に、山県市や地元の商工会等を通じて、「山県高校で、どんなこと

を学んできてほしいか」のアンケート調査を行いました。多くの企業の代表の方から、コミュニケ―

ションやマナーなど、人としてのありかたが重要と言われました。加えて、製造業で活躍できる人材

を求めていることがわかりました。その結果も受け、現在の普通科普通とビジネスコースという枠

組みを考え直す時期にきています。 

普通科として進学を目指す生徒をもっともっと大事にしながら、現在のビジネスコースの学びに加

えて、物づくりや介護福祉医療、生活科学、場合によっては芸術やスポーツなど幅広い学びができ

ないか、検討に入ります。そうなると、今の枠組みではなく、普通科単位制や総合学科のような

形を視野に入れた、制度の見直しが必要になってきます。 

これは、学校や市で決めることができませんが、よりよい方向性を提案することはできます。

この件に関してもご意見のある方は遠慮なく学校へ伝えて下さい。 

いずれにしても、山県高校は大きく進化しようとしています。生徒を元気に、学校を元気に、地域

を元気に、多くの皆さんと一緒に新しい山県高校の未来を創造していきたいと思っています。 

 

５）決意、お願い 

 こうして、家庭、学校、地域がスクラムを組んで、子どもの成長、自己実現、大人への道を導いて

いきましょう。学校においても、教職員一同、全力で指導に当たります。ご家庭や地域でもご協力、

ご支援をお願いいたします。 

 いずれにしましても、高校生の年代は、心と体のバランスがうまくいかず、悩んだり迷ったりする

時期であると思います。保護者の皆様には、お子様の心の居場所づくりの一環として、健康面や

食生活への支援はもちろん、お子様の言動や持ち物等に関心をもっていただき、話を聞いてあげる

時間をぜひ作っていただけるとありがたいと思います。 

そして、良いことは大いに褒め、ダメなことははっきりとダメと言って、子どもたちの成長の支援者・

責任者として、ご指導よろしくお願いいたします。 

 少し長くなりましたが、今後とも山県高校ＰＴＡがますます発展されますことを祈念いたしま

して、挨拶とさせていただきます。ありがとうございました。 



平成２９年度 山県高校ＰＴＡ総会・部活動後援会総会 

 １ 日時 平成２９年４月２２日（土） 

 ２ 場所 体育館 

多数の保護者の方に参加していただきました。ありがとうございました。今後とも本校の教育活動に、

ご支援とご協力をいただきますようお願い申し上げます。 

             

 

 

 

 

 

 

 

（総会の様子） 

 

  

 

 

 

 

 

 

     （吹奏楽部演奏の様子）             （部活動紹介の様子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   （今年は家庭クラブが作ったマドレーヌを全員に配布し、活動報告をしました。） 


